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第三室動物救護活動を支えたもの

救援物資

1月17H木1リl、近代都市を洟った大地翁の惨状は、テレビ、ラジオ、新聞などマス

メデイアを通して全国民に伝えられていった。

現地では、人命蚊悛先の救助活動が始まった。大規校な火災のii‘i火括動、負慟者の

収容と治療、そして避難者の手当、ライフラインの確保など、同の総））をあげて、災

害救助が行われた。

こうした状況のなかで、人命救助とほほ同時に 「動物救助」の気運が芽生えていた

人命が1袋先されることは云うまでもない。 しかし、それぞれのヽ．i．楊で何か1J1来ること

はないかと思い、考え、結実した組織が、兵庫県南祁地袋動物救援「東Ji叫咄II」であっ

た。「東京本部」を組椛構成した11団体のUH細は、第・沢で既に述ぺた。

ベットフード

u本ベットフードT^菜会は、活動の初期に有り余るほどのペットフードを送った

ここでは、 3月281Jまでに、 5つの施設に搬入されたペットフードの総虻と状況を

表とグラフにまとめてみた 搬入されたベットフードの総砒は、 1000頭の動物が術n

500グラム食べたとして、 2oour:r1以 tにわたって供給/11来る址であり、いかに火址の

ペットフードが救援物；ftとしで、がせられたか想（象に難くない。グラフから分かるよう

に、 1 ~2週間の間屈で大址のペットフードが搬入され、保イtする施設の確保に多く

の苫労があった。こうしたことから、今後の課題の一つとして、いわゆる計画的な救

援物森の船入が期待されるところである。

救援物資ーペットフードー

東祁救援物資保管施設 I 
尼幻99ht9火保健9行動物ii’"‘務所 41,282 kg 

西池救援物打保管施設

兵岸県 1：稟Jtili,1fl介述合会 R消家畜臨床総合研修所 50,200 kg 

神戸動物救渡センター 4,952 kg ! 
：：：出動物救護センター 9,023 kg | 
伊丹動物→埓保護収容所 2,235 kg 

ムロ 9t 107,692 kl? 
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第三室動物救護活動を支えたもの

数量(kg)
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ベットフード受入推移

J.23 1.28 2.1 2.13 2.18 3.28 

ペット用品

u木ペット用品T．業会もまた、動物救援活動の初期に、必要なペッ ト用品を神戸に

送った。

救援物資ーペット用品ー

ペットシーツ 15800枚

動物保管用ゲージ 420個

首 輪 400個

食 器 2暉

輔乳 ビ ン 50倒

リ ト今 500本

糞取 り 器 40ケース

猫 砂 3750 Kg 

（平成7年5月18日現在）（東京本部）

口62ニ



第三臼動物救護活動を支えたもの
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全困動物薬品器材協会

理邪長森 水太郎

理 ポ長野村古利「殿

日本動物薬事協会

理事長畦地速見

H 獣発 174号

平成 7年 1月30日

社団法人 H本獣医師会

会貶杉山文男

兵庫県南部地綬動物救援活動に対する動物用医薬品等の供与について （協）J依頼）

拝啓 木会の事菜等につきましては、常日頃から種々のご理解、ご協力を賜っており

ますことを心から感謝thしl響．げます。

さて、＊る 1月17R未明に発生いたしました兵庫県南部地震につきましては、人に

悲惨な大災内をもたらしただけでなく、家族の員として飼養されていた犬や猫等の

動物にもれ傷や飼い主がイ＜明となったりする等の被害が生じております。（被災動物

の総数は、犬猫合わせて約8,700頭にのほると推~tされておりますo)

このため、被災地である兵郎県におきましては、（社）兵匝県獣医師会及ぴ （社）

神戸市獣医師会並ぴに （社）日本動物福祉協会阪神支部が構成団体となって 「兵月利県

南部地裟動物救援本部」 （現地本部）を設四するとともに、神戸市動物符理センター

内及ぴ＝田市の 2カ所に被災動物の救譲施設を設閥して被災動物を保護収容し、ポラ

ンティア獣医師による診療のほか、 t(l殺探し等の沿動が積極的に展開されております。

つきましては、誡に取かましい御顧いで恐縮でございますが、この動物救護活動に

必要な動物用医楽品及ぴ器材を無償で現地本部に供与していただければ幸甚に{f:じま

す。

どうかilt梢をご掛酌のうえ、 i’i協会のご理鮒、ご支援を賜りた＜何卒よろしく御願

い申し上げます。

敬具

U 6.I Ll 



第三草動物救護活動を支えたもの

医薬品

負傷あるいは衰弱した動物たちの治療に必要なI応必品類は、（社）日本歌似師会を通

して現地に送られた

他の団体もまた、各々が利するところを生かし、救援物れの調達に総力をあげて収

り組んだ 東兄本部の構成団体を中心に、このようなパックアップなくして動物救護

活動は成り立たなかったであろう

動物救護活動は斗成 7年1月21Rから始まり、平成 8年5月29Hまで、約16ヵ月に

わたって絞けられたが、この間、被災動物を救うために必災な全ての物；れが無依で提

供されたわけではない 窃せられた義援金によって、必要なペソト用品あるいは1父薬

品類は随時購人された しかし、少なくとも動物救設活動の初期には、必要な救援物

;ftがほとんど全て無titで提供された

救援物資ー医薬品類ー

--ガーゼ 2360包 アンサイロール(it) 20+: 

サージカルテープ 11&本 アン -f•七ダン (it) 21本

ボルホカラー 960餌イソジン ;J,4,: 

-— 
， 

説脂綿 36包 インターキャット20本 300頭分

it射器 18500本 エスピラックリキッド 1056箱

聴診笞 3本 クロラムフ上ニコールiii:) 10本

紐＋体温;ii゚ 80本 ケタラール（注） 1本

包'.it 120.+: 七ラクタール 2本--

縫合糸 222本 デキサメサゾン（注） 320本--
縫合針t 120本 テラマイシン (it) 104' 

翰淑七ット 1000本 テルベラン (it) 500本

属状91・ 800~ ドヒパック 5 400頭分
ードー

鉗了・ 60本 ドミトール 51本
・ 

トリサープ 100本

トリプリッ七ン 300鯰

ドロンシット 20,t,: 
・ト

パイトリル 100錠
神戸および三田動物救護センター バナゲン 50頭分

に寄せられた主な医薬品類リスト ピペラジン（鯰） 2000錠
（平成 7年 2月20日現在） プドウ梢（注） 500本

ペトラップ 327枚

ベニシリン 10本

マイシリンゾル 10本

l r,.,し



第三堕動物救護活動を支えたもの

ポランティア活動を支えた救援物白

被災動物を救うために、懸命な活動を展開したポランティアのために、社具、パス

タオルなどの生i,"fl晶、お米、インスタント食品などのfし品類、あふれるほどの併．む

の品々が、個人やさまざまな団体から寄せられた Iti舌必孟品はもちろん、何でこん

なものまでと 、息われる物まであった

救援物役として、生活用品を寄せるとき、送る姐易よりも買う立場でものを考え、

いわゆるイ<}tlなものを送らないことも f（要なことであろう

救援物資ーポランティアに寄せられた援助物資の主なもの一

食料品 T毛布 その他

*1シーツ

”；□噴；文）！
甚気ストープ ノート

ー 1

石油ファンヒークー ドクター メモ

ファックス 和 II品

テレピコンビューターソフト

その他のぶ：l : 

り

—i0 

l 65 [．』

マット

ポンペガス

伶ri~i l
座イIi間

缶きり

保，，隻情毅

体9r(、it
大工辺）し

スノコ

釦用紙

、~．

ー、



墾二章 動物救護活動を支えたもの ＿ 

義 援 金

義援金の収支

平成 8年10月末までに寄せられた義援金の総額は、

述ぺたように、地災が発生してから 2ヵ月以内に義援金総領の約半分、

264. 792. 0321リにのぼる。既に

円が寄せられていた。寄せられた義援金の件数は、 14,911件にのほり、

131,501,426 

まさに予想を

はるかに超えるものであった。

平成 8年5月29Rに神戸動物救設七ンターが1月鎖され、兵即県南部地誕動物救援本

部の被災動物救設iiri動は元［した。 しかしながら、その後も、件数ならぴに金領は少

ないものの、依然として窃付金が窃せられている。梵くべきことである。

月訊浚後金金訳⑮U行）
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全国からのお手紐

"il略

この度の阪神大災災においてお亡くなりに

なられた方々、被災を受けられた仔様に心よ

りお柑みとお見算いを申しヒげます。又、 H

夜小さな命の救援に当っている行様本当にこ

苫労様です。

飼い tを失ったベット、被災され飼う余裕

がなく手放される方、大変心が痛みます。何

んとか救いの手を差し延べたいと思っても）J

にも限りがあります。

先n、横浜でも毘祓を楳集する会が開かれ

ました。我家はすでに猫が21氏、いずれも拾っ

た猫です。残念乍らそちらではお役に立つ事

が出米ません。大変僅かですが、筏援金を送

らせていただきます。

11:1も昂い復旧を心よりお祈り IIIし上げま

す。

動物救扱本沼の行様

前略

この度の大謀災では大勢の）j々 が犠牲にな

られ心からご灰糾を祈ると共に、同じように

犠牲になった多くの物言わぬ小さな命にテレ

ピで見たり名えるたぴに涙しております。人

ケガをして助け11}された動物達が一匹でも多

く助かりますように折り、まだガレキの,,,で

必死で11力けを呼んでいるのではないかと、心

を1,i'iめております ，

好くもなく、休））もなく、何もお手伝いも

It1米ませんが、 5千円、わづかでございます

が、 M封致します。エサ代にでもなさ ってrri
ければキいです。

5オになります 2匹の猫とテレビを見乍ら

rあの f遠も 'i'・くよくなって又年せに移らし

てくれるといいわね」と、神様にお刷いして

おります。

ドククーはじめお世活されている行さまの

ご他康と、ご活糾を神に祈り、行さまのお働

き感，耐致しておりますc

過労で仔さま、おカゼなど“しません様にぃ

とりあえずお見昇いのみ

かしこ (2月130)
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第三章動物救護活動を支えたもの

被災地での想像を絶する況乱の中でのご沿

躍、本当にご苦労様でございます。

災貨で路頭に迷う物，iわぬ犬や猫たちに救

援の手をさし伸ぺられる報を知りましてホ ッ

としております。

本名にありがたいことだと船しく思っており

ます。

少しですが義楼金を 1ガlり送らせていただ

きました。

竹様も他康に留意されお火Tドにごifi躍下さ

いますよう祈っております。

(2 Jl23H) 

},:袋災被災お見算い申し上げます。

大変なことでございました。動物遠の世話
をなさる行々様のご苫労は如何許りかと {f• じ
ます。
少領ですが1,il封いたします。私事で恐縮で

すが、去秋、夫の会社が倒産致しましたので
自宅を偵権者に渡すため、生後2889から六

年間共に姪らしてきた 2匹のゴールデンリト

リパー犬を手放しました。
幸いなことに 2匹揃って大好きな家にもらわ

れて行きましたが、不条理な別れをしてしまっ

た犬達にいつ迄も心が残ります。
被災された糾主の方々と動物達の心情を息

いますと涙々です。わが家もこれからすf ち上

がらなければなりませんので何のお手伝いも
出来ませんが、仔々様のご苦労ともの1tえぬ

動物遠への愛のお心を忘れず、少しでも報わ
れることがあることを念じて止みません。

「•••••神様は試綽を与えたら、それを乗り
越える力もりえられるのです」とは私の恩師
が私におくって 1勺さった含袋です。被災され

た方々に、 一Hも早く春が訪れることを記念

中しております。
共々もご健康にお気をつけてお過ごしくだ

さいませ。
かしこ (2月19口）



動物救凄センター様

阪神大bg災の被‘・しにあわれた全ての生きと

し生けるものにお見昇い111 し 1••げます

我求には猫が2匹おります。地店の時は、

「絶対助けてあげるからね！ 」と』っていま

すが、求点で起きたらどうなりますか？

北少ですが、お役ヽtてていただきた＜附り

ます 救援にあたる方々も！し々も気を付けて

トさい。被災地の砂訊をお祈り 111しr．げ

第三章 動物救護活動を支えたもの

前略

この度の大災害心からお兄料い申し I:，げま

す。仔様方のご援助活動ほんとうに大変なこ

とと存じます。お手（云に伺うこ とが出来ず心

苫しく思います。

新聞やテレビ報逍では知ることが出米ます

が、実際その場に立つといかに大変なことか

とこ屯ぼ出来ます。

同封にてほんとうにわずかですがエサ代他

にお役に立てていただければと息います。動

物も1,,1じ災・占に合ってきっとおどろいている

事でしょう。私も捨猫と現在ー紹に't活して

いますし又、会社へもエサを無心に打in2匹

来ています。

仔様もお身体に充分お気をつけて長期間か

ます。 げ成 7年211,011)IIかりそうですが、がんばってドさいませ。

兵庫県南部地袋動物救援本部様

前略

先nは失敬しました。

早述ですが受け付けの暮金箱にたまった浄

財をお送りします。¥20,081。 当院ではこ

れで31"lHになります。振込川紙をはりつけ

券金者に知らせています。 どこの団体へでも

けっこうです。何か1-1安になるものをお送り

頂ければ＊です。

先生の餌苫労と活躍に頭の下がる息いです。

頑張って下さい。

（動物刹院）

心から早く • H も↑· くと復興をお祈りして

います。 （平成 7年2)]2011)

神1りIi動物救援七ンターの

ポランティアの+t様へ

雑誌で成災によって被，片を受けたペットの

ことを知りました。

義投金とか物れがたくさん,!lllfiに削られた

と思いますが、今0)「I+の行政では、ペット

までには届かないだろうと思い、使い ~i した

クオルやシーツなら少しでも役立つかもしれ

ないと思い送ることにしました，動物辻も、

ロ菜には出せないItれど深<iけついていると

思いますc

どうか、ポランティアの粁さんも、（がに気

をつけて、頑如ヽ）てドさい。

~ 6S n 



第三章動物救護活動を支えたもの

義援金の収支の表を以 ドに示す。

兵庫県南部地震動物救援本部義援金収支一覧表

平成 7年 1月21日～平成 8年10月31B 

収人の部 支出の部 本部 神I; ..:Hl 伊丹

寄付金 26'1. 792,032 給 料 29,0-11.8的 ll,392.59i 10. 529,948 7. 119, 3初

墟収入 l. 994,076 その他公用費 1 18,300,903 3,729.沈2 6. 359,890 8, 154,526 57.205 

賄材 料費 6.976,4151 4. 721. 705 2. 254,710 

灰築材科19 1.131.821 2, 5Ji. 800 I. 914,021 

通信迷搬費 4. 065.361 2. 129.366 1.060.547 875. 448 

燃 科 1, 823.466 22. 655 566, Oi6 234, 735 

光熱 水費 l. 675. 553 I. 675. 553 

T.1はM'l費 83. 525. 915 39.874, 653 43,102,262 2i6.000 
［ 

俯品賜入費 13. 003. 934 I, 883. 313 3.871. 628 7. 075. 953 173.040 

伎1J19及”rmト 8. 906. 618 2,445.1絡 4.807. 880 1,6”•6-00 
保 険 料 898. 960 678. 900 220. 060 

為 金 100.000 100,000 

旅 代 9,18. 100 725. 610 108,970 113,520 

※ 治根 費 367. 779 167,769 200,010 

修 繕 費 263. 283 263,283 

公租 公 謀 30. 400 3,000 27.400 

雑 N 95. 265 95. 265 

シンボジウム費 481. 384 481,384 

※ 委託料 4,0的．000 4. 066. 000 

歿イ；杜手やR 2. 432. 500 2. li7. 500 255. 000 

※賠償 金 2,617.691 2.&17,691 

il• 266, 7邸， 108 計 182. 810. 216 27,652.510 79.9沈．803 74,728.6渇 506. 245 

9贔預金ns 3. 9i5.892 3, 9i5, 892 

゜ ゜ ゜定期H令残/~ 80.000.000 80,000,000 

゜ ゜ ゜合 3+ 966 7郎 IOR 合 !li・ ?66 7郎 IOR 11 1 6?R 40? 79 9?？血．1 i4 1?R 65R 郊？45
し＿

,t 

位

Iり

※委，t料 it11処J1げl• 300.0()(） l!'i｛瀑Ut ，ドランティア治税1し※いr.T術19)11 赦汲水部半額負担
報1り＇i作成-,v3. 066. 000 ※賠償金 （柑品、破れし、 t,fμ91,'済分
会，lt~1i:料 700. 000
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第三章 動物救護活動空支えに圭の

マスメディアの対応

地姦直後から数H間、動物に関する話俎は 「救助火」であった。 1月19B付け毎H

新聞夕刊に、スイス災1f救助隊の記~J~が掲載されたのち、数々のマスメデイアがこの

話題を収り上げている。

「被災動物」に関する新聞記．事が紙上に取り上げられたのは、 1月21日付け東京ス

ポーツの 「行き場がない犬や猫」が最初かもしれない。その後、兵庫県南部地尖動物

救援本部が設立された (l月21LI)あと、ほとんど述U、どこかの新聞紙lこに 「被災動

物」に関する記市が掲載された。

一方、テレビやラジオも、ニュース番糾など、さまざまな形で取り r．げた。一つの

トピックスとして大きく取り上げたのは、 2月13日放送のFN:-.Jスーパータイム「ペッ

トの叫ぴが聞こえる」であったと思われる。

このようなマスメデイアによる報辺があったあとには、必ず多数の義援金が寄せら

れた。もちろん、「マスメデイアの対応と義援金」との間に明らかな相関があるとの

はっきりした証拠はない。しかし、これほど多数の、また多額の義援金が寄せられた

パックには、間違いなくマスメデイアの報辺があった。

,9s“ 
，
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第＿叫Jj惧ム姓を支えたもの＿

救援グ ッ ズ

背景

彼災動物を救うために、結果的には予想をはるかに超える救援物資と義援金が寄せ

られた。しかし、活動の当初には、阪りない不安があった。どれほどの寄付金が寄せ

られるか予想もつかず、被災動物の救護活動を続けてい（ために、ただ善庶に頼るだ

けでは困難であろうとの思いが、「救援グッズJという形9こなった。

有志グループ

当初は、神戸巾獣医師会の事業として救援グッズの販売を考えた。しかし公益法人

として収益事業はなじまないことから、神戸市獣医師会々員 3名の有志グループに救

援グッズの取り扱いを依頼したc 尾谷寺男、井上昌信、藤原賢治の 3名である。

救援グッズのデザインと制作

ポランティア獣医師として、活動の当初から、動物救設センターの設営と運営に献

身的な活動をした神奈川県川崎市の馬場国敏獣医師の長女馬場美9D子さんが、三田

動物救護センターに保護されたセントパーナード犬をモデルにデザインした9』

制作会社も被災し、人も資材も仕人れる資金もなかった。しかし、「救援グッズJ

のt旨を理解し、全面的な協力を得て制作が開始された。
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•トレーナー

•ポロシャッ
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第三車動切拉—活動を支えたもの

販売と売り上け

','初、神戸動物救設センターならひに神戸巾獣医帥会に所厩する勁物病院たけで販

売されていた しかし、新問雑誌、ラジオなどマスメディア L紹介されたことから、

令国各地から江文が岱せられた こうしたことから、 9社(R本獣医帥会および近畿地

F辿合獣医帥会（こ仏柏＇ー、令l•I 地 h臥 l入師会·各動物愛表 l 、11本·佃 Jいの協力を得て、

版・；cを払，大した，また、オタニ動物病伝を窓Uに、郵送およびファックスによる令国

かゥの；中文も羹け付： fた さらに、パシフィ J横浜て1,11柑された「9』行9虹紹(20周年

およひサ界獣医学大会!'lit＂已念動物シンボジウム」などさまざまな 1保しに際し、 救

採グ｝ズ」コーナーを設け桔衷的に販売された

売 l金はすべて兵南県,ir部地姦動物救援木部に屈けられた，その総額：よ乎成 8年 5

月29日蜆1+で、約1,9(）（（万円（ごのほ◇った

、11mmAi'吊l"9コ淵'1H.1?U’犠

•AN9 、,,,.,凡文19E！口 3-テーク人,,ゲ，ズ発+91’J

Thank, from Dr &rby 

KOBE JAPAN 1995,1,17 

e直9A;:；,；n:;：：：ーー：；’•こ'.'.'.こ悶＇痕て

： ：窓丘心す：
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第三阜 祉J切れぷ活動を支えたもの

近畿、地方獣医師会｀ならびに愛護団体の対応

近畿地区連合獣医師会

怜和大阪府獣庶師会は、 1月19Uに lリ府県9!i部地炭の枝災動物の救誰援助につい

て」の連絡を開架獣に師に送り、会員の協力を妾，名したご同様に：社）大阪巾獣医師会

もポランテメア獣医帥の派造ならもでし券金活動など、個々の会日と組織が一什とな—9

て、動物救点活動を~とえたツ

（社）横浜市獣医師会

東京本部の1付成目としてのネl)柚恥,,欲伝帥会の活動には、且を見張るものがあっ

た3 叶細は、後辿する第l}L]点「ポランテ 9 ア lの＃て述べる

愛譲団体の果たした役割

わが同における動物妥誇団体のU常泊動にはそれぞれに特hのものがあり、協潤性

において考えるべき 1且1如点を19々 抱えている

しかしながら、この度の程災においてはそれそれが独自にあるいはネソトワークを

組み月応ましい母きをしたーある1911本は初期から彼災動物の保表に釆り illし、また、

別のm体や個人も動物の保誰やフートの記希合、里筏探し、小妊和1i'の実施に、ま fこ、

救悛グ y スV)敗だにも尽力したし，特に〗9 日本動物愛護協会は兵 h|1県南部地定動物救援

東ぷ本9:li99乎務局として多大な貢祇をした

吐□木動物福社協会も地元似神支部＇よ当学杵として仄府県南部地定動物救 9度本部の

構成日としてその役割を担った

'" 



第三草動物救護活動至支えたもの

（社）大阪府獣医師会の対応

大獣発第128号

平成 7年 1月19B

開業部会々貝各位

会長難波栂

部会長 ＝．溝直人

兵庫県南部地震の被災動物の救渡援助について（連絡）

このことについては本会々日で被災された方々には心からお見鐸いを巾し

上げます。

さて、今回の災害で、飼主が災害を受け、飼行が困難になった動物が多数放

浪している模様で、現地獣医師会々貝も夫々手分けして救設に当っておられる

が、当佃大阪府獣医師会に対し援助、助力の巾出があった場合は、皆様の暖か

いご援助、引き受けについて、ご理解、ご協力を賜ります様各支部長殿を中心

にご相談置き下さることをお顧い申し上げます。尚被災動物の飼料については、

マスターフーズ社の全面的協力を取付けました。

又、全国的にG[）R本獣医師会から援助義援金の葬集についての協力のお願い

があるものと思われ、今後何かとご協力をお願いすることと存じます。一方一

般市民の方の義援の申出があった場合は、本会事務屈へご述絡下さい。
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